第33回全国建具展示会

石川大会

審査会タイムスケジュール表

平成11年7日～10日

審査委員会

　　　タイムスケジュール表
日時、時間
規　　　　　程
要　　　　　領
担　　　　当

6月７日

　　15:00
全建連査定委員打合せ

①展示場②各室設営について③受付原簿ついて④今後のスケジュール⑤マニュアル２，３，４について
展示会､審査会、青年部

(査定員3名)
担当委員、奥野、

青年部

　　16:00
査定委員、青年部打合せ

· マニュアル１２～平面略図について

· 審査集計用紙について
配点表について

スケジュールについて
青年部，　〃

6月8日

　　 8:00
全員集合
役員、青年部、婦人部
奥野

 8:30から
審査会場,実行委員会控室

各室設営

全員

     8:30
査定委員接待

婦人部

11:00まで
コンピュータ、コピー機、

プリンター、黒板その他

設営

青年部、担当役員

　　12:00
弁当配布
全員
黒梅、橋

　　13:00
厨房の設営
ｺｰﾋｰｾｯﾄ(30~40名分）

お絞り60~70枚、タバコ分

お菓子、茶器、布、お盆
婦人部

　　　〃
展示会場査定委員アドバイスについて(指示)応対

本田、加門

　　　〃
展示場1部~4部区分け用看板
小杉さんの指示
　　〃

　　15:00
備品の確認
胸リボン､電卓､鉛筆､ﾉｰﾄ､

ﾊﾞｲﾝﾀﾞｰB4用､ｺﾋﾟｰ用紙、

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ用紙､ﾃｰﾌﾞﾙﾈｰﾑ､

名札､腕章､

審査用用紙一式
各担当者

　　18:00　
JTBに都ホテル会場確認

平野、黒梅、橋

6月9日

　　 8:00
全員集合
出席者確認


　　 8:30
査定委員都ホテルまで迎え

平野


各室の設営確認

本田、加門

10:00まで
青年部コンピュータ、コピー機、各用紙、電話の確認、

青年部、奥野

　　10:00
本部役員との打合せ
全建連役員、審査役員、担当役員、青年部
平野、奥野


担当役員は各自手配



日時、時間
規　　　　　程
要　　　　　領
担　　　　当

6月9日

　　12:00
弁当配布



　　  〃
査定委員、本部役員弁当用意
婦人部、お茶を出す。
西田、橋

　　13:00
審査配点表打合せ
青年部、委員会(査定委員)

　　　　　　　　　確認
平野

　　14:00
接待の婦人部手配

　　　　　(6月10日用)
準備品の確認（茶菓子）
（婦人部）

　　15:00
審査委員､各省庁､本部役員

駅～会場まで送迎手配
開催地担当役員
平野、黒梅

16:00まで
第一次、及び第2次審査作成打合せ会


第一次審査用紙(1部､2部､3部､)、第二次審査用紙（1部、2部､3部､4部）作成の件について。
青年部、奥野

　　16:00
縄はり､1部～4部の境区分け看板､出展者用看板色分け、審査番号､1部～4部の色分け平面略図確認
山岸、西田、

加門、本田


審査員名簿確認（再度）
青年部、本部役員
奥野

　　18:00
展示場は終了



　　14:00
都ホテルにて(ｺｰﾋｰ、お茶)

　　　　　　　受付準備
開催地担当役員

(受付名簿､テーブルネーム、メモ用紙)
黒梅（夕食会）

平野（会場）

　　15:00
審査委員会受付開始
· 審査要領を配布

· 宿泊の確認をすること

　　　（JTBに連絡）
橋（受付）


全建連審査委員､役員控室に案内

お茶又はｺｰﾋｰ、及び茶菓子を出す。(打合せ会場用)
ｺｰﾋｰ又はお茶をホテル、JTBにお願いする。
JTB、黒梅

17:00～

　　 18:00

　　(18:30)
審査委員会、審査打合せ会

　　　　　　　　　(打合せ会及び日程表､審査会日程表)

[審査打合せ会用式次第により進行]
　　　審査委員　　　　　　２０名　　≪高橋会長参加≫

　　　審査担当役員　　　　　６名

　　　次期開催地担当役員　　１名

　　　開催地担当役員　　　　３名　　計３０名
チーフ　平野

全建連担当にて進行

18:00～

　　18:30
会議終了後夕食の準備

(都ホテル) (高橋会長挨拶)
宿泊されない委員会の方も同様
チーフ　黒梅

6月10日

　　　8:00
開催地､担当役員 全員集合

高橋会長､展示部長同席

高橋会長挨拶

展示部長､担当役員挨拶

開催地審査役員

スケジュールミーティング
担当役員､青年部､婦人部
チーフ　平野

日時、時間
規　　　　　程
要　　　　　領
担　　　　当

6月10日

　　　8:00
送迎バスホテルに手配
ホテルに手配(JTB)
黒梅、橋、本田、

加門

      8:30
AM8:30 受付開始
開催地役員
西田、橋

　　　 〃
各担当各自職場に配置
審査委員､本部役員は控室に案内
奥野

　　　 〃
１、テーブルに審査委員、担当役員の名札を置く、胸ﾘﾎﾞﾝ
平野


２、※審査要領と採点表を配布（バインダー付で配布）
〃


３、消しゴム付鉛筆3本配布
〃


４、審査委員､着席次第コーヒーを出す（控室）
婦人部

　　　9:00
５、審査会開会[審査会要領と式次第にて進行]本部
本部担当役員


６、審査員に1~4部の色分け平面略図を渡す
平野


７、審査員が第１次審査に席を立つ



８、色分けした第1次審査用紙を1~4部別

    審査別にテーブルの審査委員席に置く

　　[1部は白][2部は薄緑][3部は黄色][4部は空色]
平野、奥野

　　 10:30
９、お絞り､御茶菓子､お茶を出す

  　　　　　　　　　　　　(審査委員が帰り次第出す）
婦人部

       〃
10、審査委員が第1次審査用紙に記入出来次第受け取

　　って集計係に渡す（担当役員）

11、第1次審査集計出来次第コピーで全建連審査担当

　　役員に渡し、担当役員が第２次審査対象番号を選

　　択する（青年部､地元担当者）

12、審査委員に第2次審査対象の審査番号を発表する

　　（全建連審査担当役員）

13、第2次審査対象の審査番号以外は審査番号札を伏

 　 せて置く（開催地担当委員）
平野､奥野､

青年部

　　12:00
14、控室にて弁当とお茶をだす（開催地役員､婦人部）
婦人部

　　13:00
15、第2次審査開始（第2次審査説明本部委員）

16、第1次審査で選択された審査番号のみ記入してあ

　　る第2次審査用紙を各々のテーブルに置く

　　[担当役員）

17、全建連の審査委員の席には審査好評用紙を３枚ず

　　つ置く


14:30～

　　　15:00
18、お絞り、コーヒー

　　　　　　　　　(審査委員が帰り次第出す)
婦人部


19、審査委員が第2次審査用紙に記入次第受取って集

　　計係に渡す（担当委員）



20、第2次審査の集計出来次第コピーして全建連の担

　　当委員に渡す
青年部

日時、時間
規　　　　　程
要　　　　　領
担　　　　当

6月10日
　　21、得点の上位から最初に分けた総理大臣賞以下各賞

　　　　を決定していく。上位の賞が制約に触れてないか

　　　　を確認する（審査委員会）

　　22、審査委員会終了後、査定委員により全国技術委員

　　　　長賞を決定する







　　23、第33回建具展示会入賞者名簿作製

　　
青年部、表彰委員会

　　16:00
展示場に行き各賞を出展作品につける
表彰委員会、

山岸、西田、

本田、加門

　　　〃
懇親会場用送迎バス(会場移動)松魚亭
黒梅、橋

　　18:00
懇親会開会（審査委員20名、担当委員6名、次期開催地2名、地元担当12名）
開催地担当役員

全員


入賞者名簿を50部(40部＋(控)10部)を

　　　　　　　　　　　　　　懇親会場に届ける



入賞者に連絡して業者大会の表彰式に支障の無いように万全の備えをすること
本田、山岸、

表彰委員会

(審査担当全建連役員に確認の上)


入賞者名簿のｺﾋﾟｰを1部筆耕者に届け表彰状に記入する
表彰委員会

西田、山岸


入賞者名簿のｺﾋﾟｰを1部印刷会社に渡し翌日11日11時までに印刷する。

　2,500部　大会場用(受付用　500部)

    500部　展示場用(受付用　500部)　　


マニュアル②

13:00より
懇親会会場確認(JTBと確認)

(受付、席順、席名札)
黒梅、橋

(奥野)

　　15:00


松魚亭受付開始
黒梅、橋


松魚亭審査委員、役員控室に案内
　　〃

　　18:00
松魚亭懇親会開会

次第　　全建連会長　　　　　相川さん挨拶

　　　　大会実行委員長　　　高橋さん挨拶

　　　　御開き　　　　　　　奥野
チーフ

　平野、黒梅

　　20:30
送迎バスにて都ホテルへ移動

(途中労働能力開発局の高崎雅元さん退席)

(交通を手配（飛行機かJR(JTB)）


確認作業

6月9日　①審査番号順の出展者名簿を(出展目録)を再確認する。

6月9日　②出展者看板と出展作品に間違えが無いか再確認する。

6月10日 ③建具の展示面、再確認。（表彰委員会）

6月10日 ④入賞作品と賞に間違えが無いか再確認する（審査担当役員）
山岸、西田、

本田、加門

